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開 催 日 令和3年7月20日 場 所 市役所本庁　４階会議室

議 題 宍粟市一宮温泉施設条例の改正について

出 席 者
産業部長

農業委員会事務局長 建設部長 一宮市民局長 波賀市民局長 千種市民局長

市長公室長 総務部長 市民生活部長 健康福祉部長

教育部長 会計管理者 議会事務局長 総合病院副院長兼事務部長

現 状

　一宮温泉まほろばの湯は播磨いちのみや㈱を指定管理者として営業を続けてきた
が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、令和２年４月18日に休業となり、
６月末をもって指定管理を取り消した。その後新たな指定管理者を公募したが応募が
なく、休業が続いている。
　現在、営業再開に向けた施設の維持管理上、週に一度の湯張り等を実施しているほ
か、老朽化したボイラーの交換を実施しており、地域住民からも早期再開を望む声が
多くある。

課 題

　指定管理者による営業再開までの間、市直営で土日のみの営業再開する予定だが、
休業日や使用料などは宍粟市一宮温泉施設条例に規定されており、予定と異なる。
　特に使用料は大人８００円、小人４００円となり、休業前の料金（指定管理者が宍
粟市一宮温泉施設管理規則第５条の規定に基づいて設定していた利用料金）より高額
となる。

決 定 事 項

　　休業日：毎週月曜日から金曜日

　　使用料：大人600円/人・回、小人300円/人・回、家族風呂2,000円/h

　　　　　　温泉ｽﾀﾝﾄﾞ100円/20ℓ

・休業日及び使用料について、令和４年３月31日までの間の特例として制定附則に
　それぞれ特例条項を規定する。


